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陸
軍
軍
医
学
校
は
昭
和
十
一
年
十
一
月
「
陸
軍
軍
医
学
校
史
」
を
刊
行
し
た
。
本
書
の
内
容
は
明
治
三
年
か
ら
昭
和
十
一
年
に
い
た
る
六

十
七
年
間
の
陸
軍
軍
医
教
育
の
沿
革
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
三
年
か
ら
明
治
十
年
ま
で
の
軍
医
教
育
と
明
治
十

一
、
は
じ
め
に

明
治
初
期
の
陸
軍
軍
医
学
校

〔
要
旨
〕
明
治
の
は
じ
め
、
政
府
は
陸
軍
を
創
設
し
た
時
、
徴
兵
制
度
を
採
択
し
た
。
し
か
し
、
徴
兵
制
を
実
施
す
る
た

め
に
は
徴
兵
検
査
に
従
事
す
る
軍
医
お
よ
び
営
舎
に
居
住
す
る
兵
士
の
健
康
を
維
持
す
る
多
数
の
軍
医
が
必
要
で
あ
っ

た
。
当
時
国
内
に
は
西
洋
医
学
を
習
得
し
た
医
師
は
き
わ
め
て
少
な
く
車
医
の
募
集
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
陸

軍
は
明
論
五
年
東
京
の
三
宅
坂
に
陸
軍
軍
医
学
校
を
設
立
し
、
軍
医
志
望
者
を
集
め
、
そ
の
卒
業
生
を
軍
医
に
採
用
し
、

軍
医
充
足
に
努
め
た
。
明
治
十
年
に
西
南
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
軍
医
学
校
は
生
徒
全
員
を
卒
業
さ
せ
た
後
廃
校
と
な

っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
陸
軍
軍
医
学
校
、
軍
医
生
徒
、
陸
軍
軍
医
学
校
卒
業
生

日
本
医
史
学
雑
誌
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巻
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平
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十
二
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十
日
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付

平
成
十
三
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三
月
二
十
日
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平
成
十
二
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七
月
十
五
日
受
理
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そ
の
近
代
的
兵
制
と
は
、
徴
兵
制
を
採
用
し
、
刀
槍
に
代
わ
っ
て
銃
砲
を
装
備
す
る
軍
隊
の
こ
と
で
あ
る
。
徴
兵
制
は
有
事
多
数
の
兵
を

徴
集
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
銃
砲
装
備
は
従
来
に
優
る
殺
傷
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
新
し
い
軍
隊
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
徴
兵
検
査
に
あ
た
る
軍
医
が
必
要
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
兵
士
が
入
隊
す
る
と

兵
舎
に
居
住
す
る
兵
士
の
健
康
を
管
理
す
る
軍
医
が
必
要
に
な
っ
た
。
戦
時
に
は
治
療
所
、
野
戦
病
院
に
勤
務
し
て
傷
者
の
治
療
に
あ
た
る

態
は
き
わ
め
て
暖
昧
で
あ
る
。

ま
た
、
維
新
後
の
目

か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

明
治
の
は
じ
め
、
政
府
は
西
欧
諸
国
の
近
代
的
兵
制
を
見
聞
し
、
日
本
も
そ
の
制
度
の
導
入
を
速
や
か
に
行
い
た
い
と
考
え
た
。

そ
れ
は
当
時
西
欧
諸
国
の
ア
ジ
ア
進
出
が
盛
ん
で
日
本
の
安
全
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
外
国
の
侮
り
を
受
け
な
い
よ
う
に
相
応

の
国
防
力
を
造
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
維
新
後
の
国
内
の
政
情
は
不
安
定
で
あ
り
政
府
は
ど
う
し
て
も
確
固
た
る
力
を
持
つ
兵
力
を
速
や
か
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
の
は
じ
め
は
、
日
本
の
学
制
や
医
制
も
定
ま
ら
ず
、
医
師
の
教
育
お
よ
び
医
師
の
行
政
的
管
理
等
は
混
乱
し
て
い

る
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
開
校
さ
れ
運
営
さ
れ
た
軍
医
学
校
の
成
立
、
教
育
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

九
年
以
降
の
軍
医
教
育
と
は
そ
の
教
育
目
的
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
書
は
明
治
三
年
か
ら
明
治
十
年
ま
で
の
教
育
を
第
二
編
草
創
時
代

と
し
て
記
述
し
、
明
治
十
九
年
以
降
を
第
三
編
、
第
四
編
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

本
書
は
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
編
集
の
主
眼
は
第
三
編
、
第
四
編
に
置
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
総
頁
数
六
百
七
十
頁
の
う
ち
、
第
二
編
に
は
僅
か
に
三
頁
を
費
や
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
明
治
初
期
の
軍
医
学
校
の
実

二
、
軍
医
学
校
成
立
へ
の
道
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多
数
の
軍
医
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
新
し
い
兵
制
は
此
の
様
な
衛
生
組
織
を
伴
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
衛
生
組
織
を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
兵
の
健
全
を
保
持

す
べ
き
軍
医
の
補
任
、
補
職
、
勤
務
評
定
、
教
育
等
を
司
る
役
所
即
ち
軍
医
寮
を
兵
部
省
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
１
）

し
か
し
当
時
は
学
制
、
医
制
と
も
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
官
医
の
補
任
、
補
職
等
に
関
す
る
所
管
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

（
ワ
】
）

兵
部
省
が
明
治
三
年
再
三
軍
医
寮
設
置
の
上
申
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

明
治
三
年
八
月
欧
米
の
軍
制
を
調
査
し
て
帰
国
し
た
山
県
有
朋
が
同
月
二
十
八
日
兵
部
省
兵
部
少
輔
と
な
り
、
明
治
二
年
十
一
月
五
日
逝

去
し
た
大
村
益
次
郎
の
遺
志
を
継
い
で
、
明
治
四
年
一
月
二
十
七
日
「
軍
医
寮
を
取
り
設
く
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
軍
事
の
基
礎
を
立
つ
る
事
あ

た
わ
ず
、
即
ち
兵
卒
の
入
寮
若
し
く
は
入
隊
に
際
し
、
軍
医
寮
に
於
い
て
身
体
の
強
弱
病
症
の
有
無
と
く
と
検
閲
す
る
は
兵
事
の
根
本
な
り
。

故
に
欧
州
諸
国
に
て
は
大
病
院
の
外
に
必
ず
軍
医
寮
の
建
設
あ
り
。
而
し
て
皇
国
に
於
い
て
は
未
だ
大
病
院
の
規
則
あ
ら
ず
、
又
此
の
寮
の

（
３
）

設
け
な
し
。
今
や
兵
卒
二
千
人
大
阪
陸
軍
所
に
入
隊
せ
ん
と
す
。
宜
し
く
速
や
か
に
軍
医
寮
を
創
立
す
べ
し
」
と
の
建
議
を
行
っ
た
。
こ
れ

（
４
）

に
よ
り
明
治
四
年
七
月
五
日
兵
部
省
に
軍
医
寮
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
軍
医
寮
設
置
に
よ
り
、
病
院
、
軍
医
学
校
の
成
立
へ
の
道

が
開
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
大
阪
に
お
け
る
軍
医
学
校

（
戸
靭
）

明
治
二
年
七
月
八
日
官
制
が
改
め
ら
れ
兵
部
省
が
設
置
さ
れ
た
が
、
人
事
で
は
兵
部
卿
に
嘉
彰
親
王
、
兵
部
大
輔
に
大
村
益
次
郎
が
夫
々

任
命
さ
れ
た
。
然
し
嘉
彰
親
王
は
皇
族
で
あ
る
た
め
、
兵
制
推
進
の
重
責
は
大
村
益
次
郎
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
た
。

彼
は
緒
方
洪
庵
門
下
の
医
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
閾
学
を
通
じ
て
先
進
諸
国
の
兵
制
を
理
解
し
て
い
た
。
当
時
兵
部
省
に
は
ま
だ
軍
医
寮

（
６
）

設
置
は
認
可
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
彼
は
明
治
二
年
十
一
月
十
八
日
兵
部
省
か
ら
太
政
官
あ
て
軍
務
の
大
綱
を
上
申
す
る
と
共
に
、
そ

の
具
体
化
に
着
手
し
た
。
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例
え
ば
選
兵
論
は
明
治
二
年
緒
方
惟
準
が
大
阪
兵
部
省
か
ら
徴
兵
諸
規
則
を
欧
州
諸
国
の
例
に
よ
っ
て
作
成
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
ボ
ー

（
胆
）

ド
ィ
ン
の
指
導
を
受
け
て
選
兵
規
則
を
ま
と
め
た
他
、
オ
ラ
ン
ダ
の
選
兵
の
小
冊
子
を
翻
訳
し
て
選
兵
必
携
と
し
て
出
版
し
た
の
で
あ
る
。

設
法
、
選
兵
論
な
ど
で
あ
っ
た
。

思
わ
れ
る
。

（
三
教
官
お
よ
び
受
講
者

（
胆
）

教
官
は
ボ
ー
ド
イ
ン
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
四
月
ボ
ー
ド
イ
ン
が
去
っ
た
の
で
、
後
任
は
蘭
医
ブ
ッ
ケ
マ
と
な
っ
た
。

（
旧
）

受
講
者
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
治
六
年
の
職
員
録
に
載
っ
て
い
る
軍
医
の
う
ち
、
明
治
三
年
の
大
阪
軍
事
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
者

と
し
て
は
緒
方
惟
準
、
堀
内
利
国
、
中
定
勝
、
大
鈴
弘
毅
、
橋
本
綱
常
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
受
講
者
に
な
っ
た
も
の
と

（
三
）
教
育
内
容

（
Ｍ
）

教
育
の
内
容
は
主
に
軍
陣
医
学
で
あ
り
、
軍
陣
包
帯
学
、
軍
陣
外
科
学
、
赤
十
字
規
則
、
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
に
お
け
る
バ
ラ
ッ
ク
建

大
村
益
次
郎
の
献
策
に
も
と
づ
き
、
大
阪
軍
事
病
院
は
ポ
ー
ド
イ
ン
が
設
計
し
、
明
治
二
年
末
か
ら
工
事
に
入
り
明
治
三
年
二
月
開
院

（
９
）
（
川
）
（
皿
）

し
た
。
大
阪
で
は
最
初
の
洋
館
で
あ
っ
た
。
建
設
の
場
所
は
大
阪
城
の
搦
手
口
に
あ
た
る
玉
造
ロ
で
あ
っ
た
。
軍
医
学
校
は
こ
の
施
設
に
置

か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
大
綱
は
大
阪
の
地
が
日
本
の
中
央
に
あ
り
海
陸
と
も
四
方
に
通
じ
て
軍
事
上
枢
要
な
場
所
な
の
で
、
大
阪
城
の
内
外
に
海
陸
練
兵
所
、

兵
学
寮
、
陸
軍
屯
所
、
軍
医
院
、
銃
砲
火
薬
製
造
所
な
ど
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

（
【
ｊ
）
（
八
Ｕ
）

し
か
し
大
村
益
次
郎
は
明
治
二
年
十
一
月
死
去
し
た
た
め
、
兵
部
省
は
明
治
三
年
三
月
十
九
日
兵
部
少
輔
久
我
通
久
を
大
阪
に
出
張
さ
せ
、

大
阪
陸
軍
所
、
軍
事
病
院
等
の
建
設
促
進
に
当
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
軍
事
病
院
が
兵
士
の
診
療
に
当
た
る
他
、
軍
医
学
校
と
し
て
軍
医
の
教
育
に
携
わ
る
の
で
あ
る
。

（
｜
）

軍
医
学
校
の
施
設
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軍
病
院
、
兵
隊
屯
所
、
軍
匡

ば
よ
い
と
上
申
し
て
い
る
。

（
四
）
軍
医
学
校
の
閉
鎖

こ
の
松
本
良
順
の
建
議
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
兵
部
省
は
太
政
官
直
属
の
弁
官
あ
て
明
治
四
年
六
月
十
二
日
「
桜
田
門
か
ら
三
宅
坂

に
沿
っ
て
半
蔵
門
ま
で
に
、
御
親
兵
砲
騎
歩
三
兵
の
屯
所
及
び
軍
医
寮
を
建
築
し
た
い
の
で
、
こ
こ
に
所
在
す
る
臼
杵
、
広
島
、
彦
根
、
田

原
、
明
石
、
豊
岡
の
藩
邸
を
兵
部
省
に
引
き
渡
し
て
貰
い
た
い
。
こ
の
う
ち
、
豊
岡
藩
の
邸
宅
の
建
物
は
す
べ
て
撤
去
し
て
渡
し
て
貰
い
た

（
Ｗ
）

い
が
、
明
石
、
田
原
の
両
藩
邸
は
建
物
を
そ
の
儘
に
引
渡
し
て
貰
い
た
い
。
」
と
要
請
し
た
。

こ
れ
に
も
と
づ
き
、
田
原
藩
は
三
宅
坂
の
藩
邸
を
明
治
四
年
七
月
十
八
日
、
引
渡
し
他
に
移
転
し
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
東
京
に
お
け
る
軍
医
学
校
の
法
的
沿
革

（
肥
）

ア
、
明
治
五
年
三
月
八
日
軍
医
生
徒
法
則
制
定

（
申
請
理
由
）
軍
医
は
内
外
科
、
接
骨
、
眼
科
兼
備
の
上
、
従
軍
の
事
件
を
も
心
得
候
者
に
こ
れ
な
く
て
は
、
御
用
立
ち
申
さ
ず
候
得
共
、
当

今
至
っ
て
そ
の
人
に
乏
し
き
故
止
む
を
得
ず
一
通
り
学
術
相
辨
え
候
者
選
挙
仕
り
候
所
、
当
寮
に
お
い
て
尚
教
育
勉
励
っ
か
ま
つ
っ
て
然
る

べ
き
医
官
を
も
多
少
出
来
候
様
仕
り
候
に
付
、
軍
医
生
徒
の
法
則
御
許
可
相
成
り
た
く
こ
の
段
申
し
出
で
仕
り
候
な
り
。

明
治
四
年
山
県
有
朋
は
軍
医
寮
の
設
置
を
建
議
す
る
と
共
に
、
軍
医
寮
の
頭
に
松
本
良
順
を
推
挙
し
た
。
そ
れ
は
松
本
良
順
が
西
洋
医
学

の
先
達
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
強
烈
な
行
政
能
力
の
保
持
者
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
略
）

推
挙
を
受
け
た
松
本
良
順
は
明
治
四
年
五
月
九
日
兵
部
省
に
軍
医
寮
建
設
の
見
込
み
を
上
申
し
た
。
そ
の
内
容
は
軍
医
の
使
命
、
定
員
、

車
病
院
、
兵
隊
屯
所
、
軍
医
学
校
等
に
及
ん
だ
が
、
軍
医
学
校
に
つ
い
て
は
校
舎
を
新
設
す
る
必
要
は
な
く
、
諸
大
名
の
旧
邸
を
利
用
す
れ

明
治
五
年
東
京
に
軍
医
学
校
が
開
設
さ
れ
、
大
阪
軍
医
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

四
、
東
京
に
お
け
る
陸
軍
軍
医
学
校
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官
費
生
徒
と
は
十
七
歳
よ
り
二
十
五
歳
ま
で
の
男
子
で
、
身
体
検
査
及
び
入
学
試
験
に
合
格
し
、
入
学
を
許
さ
れ
た
者
を
い
う
。
宿
泊
、

給
食
、
衣
服
、
学
費
の
支
給
を
う
け
る
。

生
徒
）

ア
、 そ

の
証
左
と
し
て
、

ず
か
に
講
堂
、
職
員
一

（
三
）
軍
医
学
校
生
徒

（
羽
）

陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
は
明
治
六
年
三
月
一
日
、
軍
医
学
校
校
舎
を
旧
東
京
衛
戌
総
督
部
地
内
に
設
け
た
と
記
録
し
て
い
る
。
東
京
衛

（
別
）

戌
総
督
部
は
明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
三
日
設
置
さ
れ
、
大
正
九
年
八
月
七
日
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

（
妬
）
（
妬
）

明
治
四
十
年
の
麹
町
区
全
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
総
督
部
の
位
置
と
明
治
二
年
の
江
戸
地
図
と
比
較
す
る
と
、
総
督
部
は
旧
田
原
藩
の
藩

邸
に
一
致
す
る
。
そ
れ
は
現
在
の
最
高
裁
判
所
の
付
近
で
あ
る
。

（
幻
）

田
原
藩
は
兵
部
省
の
要
求
に
よ
り
、
明
治
四
年
七
月
八
日
藩
邸
の
建
物
を
残
し
た
ま
ま
、
数
寄
屋
橋
門
内
に
移
転
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
軍
医
学
校
の
施
設
は
田
原
藩
の
建
物
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
錦
）

そ
の
証
左
と
し
て
、
軍
医
学
校
出
身
の
高
田
忠
良
は
、
明
治
七
年
軍
医
学
校
に
入
校
し
た
が
、
所
在
地
は
三
宅
坂
で
、
建
物
は
和
風
で
わ

ず
か
に
講
堂
、
職
員
室
、
事
務
室
な
ど
に
洋
式
の
机
や
椅
子
が
備
え
付
け
ら
れ
て
あ
っ
た
と
記
述
し
て
い
る
。

二

二オエウイ
、 、 、 ‘

（
蜘
）

明
治
五
年
七
月
二
日
軍
医
寮
学
舎
に
於
い
て
生
徒
を
召
募
し
た
。
そ
の
生
徒
は
二
種
類
で
官
費
生
徒
（
軍
医
試
業
生
徒
）
、
私
費
生
徒
（
軍
医

徒
）
に
区
分
さ
れ
た
。

明
治
十
年
三
月
（

軍
医
学
校
の
施
設

官
費
生
徒

（
Ⅳ
）

明
治
五
年
七
月
二
日
軍
医
寮
学
舎
規
則
制
定

（
卯
）

明
治
六
年
三
月
一
日
軍
医
学
校
と
校
名
変
更

（
四
）

明
治
六
年
十
月
十
八
日
軍
医
学
校
規
則
制
定

（
型
）

明
治
十
年
三
月
八
日
軍
医
学
校
廃
止
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軍
医
を
志
望
す
る
十
七
歳
よ
り
二
十
五
歳
迄
の
男
子
で
身
体
検
査
に
合
格
し
、
聴
講
生
と
し
て
部
外
か
ら
軍
医
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
入
学
に
際
し
て
は
、
東
京
在
住
の
者
を
証
人
と
し
、
証
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

入
校
後
品
行
方
正
で
学
術
の
進
歩
抜
群
の
者
は
、
入
学
試
験
を
う
け
、
合
格
者
は
官
費
生
徒
に
採
用
さ
れ
た
。

前
述
の
高
田
忠
良
は
「
明
治
七
年
九
月
に
私
費
生
徒
と
な
り
、
毎
日
下
宿
か
ら
三
宅
坂
に
通
っ
て
講
義
を
聞
い
て
い
た
。
明
治
八
年
十
月

（
抑
）

入
学
試
験
を
受
け
合
格
し
て
官
費
生
徒
の
辞
令
を
貰
い
、
学
校
内
に
起
居
す
る
事
に
な
っ
た
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
蛇
）

ア
、
明
治
四
年
十
月
石
黒
忠
恵
が
軍
医
寮
に
初
め
て
出
勤
し
た
時
、
会
っ
た
軍
医
は
林
紀
、
三
浦
煥
、
橋
本
綱
維
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
軍
医
学
舎
の
創
立
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
人
達
が
他
に
職
務
を
持
ち
な
が
ら
兼
業
で
教
育
等
に
当
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

つ
（
》
く

（
調
）

軍
医
寮
学
舎
規
則
に
よ
れ
ば
、
教
官
定
員
は
教
師
（
当
分
西
洋
医
師
）
一
名
、
医
正
一
名
、
教
官
三
名
で
あ
っ
た
。

イ
、
時
期
は
不
詳
で
あ
る
が
、
石
黒
忠
鳫
は
一
等
軍
医
正
林
紀
、
二
等
軍
医
正
緒
方
惟
準
、
二
等
軍
医
正
三
浦
煥
、
オ
ラ
ン
ダ

（
訓
）

二
等
軍
医
ブ
ッ
ケ
マ
、
化
学
家
石
橋
某
な
ど
が
教
職
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。

ウ
、
陸
軍
省
日
誌
に
記
録
さ
れ
た
補
職
記
録
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
六
年
六
月
十
九
日
欧
米
差
遣
軍
医
監
林
紀

明
治
六
年
八
月
三
日
軍
医
学
校
懸
専
務
一
等
軍
医
正
緒
方
惟
準

（
四
）》

ノ
、

（
抑
）

定
員
は
三
十
名
で
あ
っ
た
が
、
明
治
六
年
十
月
十
三
日
二
十
五
名
に
改
正
さ
れ
た
。

官
費
生
徒
は
卒
業
の
後
、
軍
医
試
補
に
な
る
が
、
以
後
十
年
間
は
軍
医
と
し
て
奉
職
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

軍
医
学
校
五
十
年
史
に
よ
れ
ば
、
明
治
六
年
三
月
軍
医
志
願
者
三
十
余
名
を
募
集
し
た
と
あ
る
。

イ
、
私
費
生
徒

軍
医
学
校
の
教
官
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（
五
）
入
学
試
験
課
目

（
妬
）

官
費
生
徒
採
用
試
験
の
課
目
は
明
治
五
年
七
月
二
日
の
軍
医
寮
学
舎
規
則
に
よ
れ
ば
、
作
文
、
手
紙
、
算
術
、
漢
学
、
日
本
歴
史
、
世
界

歴
史
、
ラ
テ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
外
国
語
は
一
課
目
合
格
す
れ
ば
採
用
し
た
。

（
師
）

明
治
六
年
十
月
十
八
日
改
正
の
軍
医
学
校
規
則
で
は
、
作
文
、
手
紙
、
算
術
、
漢
学
、
日
本
歴
史
、
世
界
歴
史
、
物
理
学
、
化
学
、
解
剖

学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
薬
性
学
、
内
科
、
外
科
、
ラ
テ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
あ
っ
た
。

た
と
述
べ
て
い
る
。

（
六
）
軍
医
学
校
の
教
授
課
目

三
等
生
徒

ア
、
明
治

五
等
生
徒

四
等
生
徒

明
治
六
年
十
月
十
八
日
軍
医
学
校
教
官
兼
務
二
等
軍
医
正
三
浦
煥

明
治
八
年
十
二
月
四
日
熊
本
鎮
台
病
院
長
二
等
軍
医
正
三
浦
煥

明
治
八
年
六
月
二
十
三
日
軍
医
学
校
教
官
二
等
軍
医
正
坂
井
直
常

明
治
八
年
七
月
二
十
日
軍
医
学
校
教
官
二
等
軍
医
正
足
立
寛

（
弱
）

エ
、
高
田
忠
良
は
明
治
八
年
当
時
、
緒
方
惟
準
、
足
立
寛
、
坂
井
直
常
、
八
杉
利
雄
、
永
松
東
海
、
原
桂
仙
、
ブ
ッ
ケ
マ
が
教
官
で
あ
っ

物
理
学
、
化
学
、
解
剖
学
、
薬
品
鑑
定
、
算
術
、
読
書
、
馬
術
、
練
兵
、
水
練
。

生
理
論
、
病
理
論
、
薬
性
論
、
包
帯
術
、
有
機
化
学
。

解
剖
学
、
本
草
学
、
軍
律
、
算
術
、
読
書
、
馬
術
、
練
兵
、
水
練
。

（
洲
）

明
治
五
年
七
月
二
日
軍
医
寮
学
舎
規
則
に
よ
れ
ば
、
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明
治
六
年
十
月
三
日
よ
り
軍
医
学
校
に
お
い
て
、
ド
ク
ト
ル
・
ホ
フ
マ
ン
を
講
師
と
し
、
在
京
医
官
の
た
め
の
医
学
講
習
会
を
実
施
し
た
。

内
容
は
病
理
学
、
組
織
学
、
病
室
回
診
、
包
帯
学
等
で
あ
っ
た
。

軍
隊
外
科
、
軍
陣
包
帯
術
江

（
㈹
）

（
七
）
そ
の
他
の
軍
医
学
校
の
業
務

イ
、
明
治

五
等
生
徒

三
等
生
徒

内
科
、

二
等
生
徒

二
等
生
徒

四
等
生
徒

一
等
生
徒

一
等
生
徒

病
理
解
剖
学
、
内
科
、
外
科
、
眼
科
、
中
毒
論
、
法
医
学
。

（
調
）

明
治
六
年
十
月
十
八
日
軍
医
学
校
規
則
で
は
、
次
の
様
に
改
め
ら
れ
た
。
改
正
の
主
眼
は
軍
陣
医
学
の
課
目
増
加
で
あ
っ
た
。

薬
性
論
、
生
理
論
、
病
理
論
、
軍
営
医
則
、
外
科
、
病
理
解
剖
学
。

薬
性
学
、
病
理
解
剖
、
組
織
学
、
包
帯
術
。

病
理
学
、
生
理
学
、
解
剖
学
、
化
学
、
物
理
学
、
算
術
、
軍
律
、
馬
術
、
練
兵
、
水
練
。

軍
陣
衛
生
学
、
陸
軍
病
院
な
ら
び
に
屯
営
医
務
、
選
兵
学
。

外
科
、
眼
科
、
中
毒
論
、
法
医
学
。

軍
陣
包
帯
術
及
び
野
営
医
則
、
陸
軍
病
院
内
実
験
。
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（
八
）
軍
医
学
校
の
閉
鎖

（
杣
）

ア
、
明
治
六
年
七
月
十
日
、
石
黒
忠
惠
は
軍
医
学
校
長
に
次
の
建
議
を
行
っ
た
。

「
軍
医
学
校
生
徒
に
精
細
な
学
術
知
識
を
教
授
す
る
た
め
に
は
、
外
国
教
師
四
乃
至
五
名
の
外
、
書
籍
器
械
等
数
万
金
を
要
す
る
の
で
、

他
に
本
務
を
持
つ
軍
医
に
よ
る
教
育
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
従
っ
て
官
費
生
徒
の
教
育
は
大
学
医
学
校
に
委
託
し
た
方
が
良
い
。
」

（
似
）

イ
、
明
治
八
年
十
一
月
五
日
、
軍
医
総
監
松
本
良
順
は
兵
部
省
に
次
の
伺
い
を
提
出
し
た
。

「
軍
医
の
現
員
が
定
員
に
近
く
成
っ
た
こ
と
、
教
師
ブ
ッ
ヶ
マ
の
契
約
期
限
が
切
れ
る
こ
と
、
文
部
省
の
教
育
も
熟
し
て
来
た
こ
と
か
ら
、

当
校
で
普
通
医
学
の
教
育
を
行
わ
な
く
て
も
良
く
な
っ
た
の
で
、
軍
医
学
校
の
制
度
を
改
め
た
い
。
た
だ
し
、
本
病
院
内
に
二
十
乃
至
三
十

坪
程
度
の
書
房
を
設
け
、
専
門
の
教
官
を
置
き
、
医
学
書
籍
に
関
す
る
件
は
す
べ
て
同
書
房
中
に
て
扱
わ
せ
た
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
陸
軍
は
草
創
の
時
期
に
任
用
し
た
将
校
、
下
士
官
の
能
力
に
著
し
い
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
の
で
、
明
治
八
年
八
月
十
六
日
検
閲
使

（
州
）

職
務
条
例
を
制
定
し
、
毎
年
部
隊
の
勤
務
状
況
や
軍
紀
を
検
閲
す
る
と
共
に
、
将
校
、
下
士
官
全
員
に
技
術
検
査
を
行
い
、
そ
の
成
績
を
勤

務
評
定
の
重
要
資
料
と
す
る
事
に
し
た
。

技
術
検
査
の
方
法
は
学
科
試
験
、
試
問
で
、
軍
医
に
対
す
る
出
題
の
対
象
は
医
術
で
あ
っ
た
。

石
黒
忠
恵
は
此
の
試
験
が
あ
る
た
め
、
在
職
軍
医
は
良
く
勉
強
し
、
新
刊
の
医
書
は
軍
医
が
一
番
多
く
講
読
す
る
と
い
う
世
評
が
出
る
よ

軍
医
学
校
廃
止
後
、
軍
医
部
内
に
書
房
を
設
け
、
専
門
の
教
官
を
置
き
、
書
籍
に
関
す
る
件
は
そ
の
書
房
で
行
う
と
い
う
こ
と
に
し
た
の

は
、
明
治
初
期
の
軍
医
学
校
が
教
書
、
教
範
等
の
作
成
を
ふ
く
め
、
在
職
軍
医
に
技
術
普
及
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

（
判
）

う
に
な
っ
た
と
記
述
し
て
い
る
。

軍
医
学
校
廃
止
後
、
軍
医
部
｛

で
あ
る
。

ウ
、
明
治
十
年
二
月
三
日
、

（
媚
）

西
南
戦
争
の
勃
発
に
伴
い
、
在
学
生
を
卒
業
さ
せ
、
軍
医
学
校
の
廃
止
上
申
。
同
年
三
月
八
日
廃
止
を
認
可
。
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明
治
維
新
成
功
後
の
国
内
治
安
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
憂
慮
し
た
兵
部
省
の
大
村
益
次
郎
は
大
阪
に
大
阪
兵
部
省
を
置
き
、
此
の

地
に
徴
兵
制
に
よ
る
陸
軍
の
配
置
を
構
想
し
、
そ
の
実
行
に
着
手
し
た
。

徴
兵
制
の
採
用
に
は
徴
兵
検
査
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
兵
部
省
は
多
数
の
軍
医
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
政
府
部
内
で
は
官
職
に
就
く
医
師
の
補
任
補
職
の
管
理
権
限
を
巡
っ
て
調
整
が
つ
か
な
か
っ
た
。

と
り
あ
え
ず
、
大
村
益
次
郎
は
大
阪
の
緒
方
洪
庵
の
一
門
を
起
用
し
、
大
阪
の
軍
事
病
院
を
管
理
さ
せ
そ
の
中
に
軍
医
学
校
を
置
い
て
徴

兵
検
査
法
等
の
研
究
、
教
育
に
当
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
阪
軍
医
学
校
で
あ
っ
た
。

明
治
四
年
、
兵
部
大
輔
山
県
有
朋
は
徴
兵
制
に
よ
る
兵
制
促
進
の
為
に
は
、
沢
山
の
軍
医
を
必
要
と
す
る
事
を
認
め
、
そ
の
軍
医
の
補
任

補
職
を
司
る
軍
医
寮
の
設
置
承
認
を
申
請
し
た
。

し
か
し
官
医
の
補
任
、
補
職
の
所
掌
に
つ
い
て
は
政
府
部
内
で
も
ま
と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
山
県
有
朋
は
西
洋
医
学
の
先
達
で
あ

る
と
共
に
幕
府
の
西
洋
医
学
所
運
営
に
行
政
手
腕
を
発
揮
し
た
松
本
良
順
を
起
用
し
、
軍
医
寮
設
立
の
事
務
を
託
し
た
。

松
本
良
順
は
負
託
に
こ
た
え
、
軍
医
寮
、
軍
病
院
、
軍
医
学
校
等
の
設
立
、
運
用
を
起
案
し
、
関
係
諸
機
関
と
調
整
し
、
そ
の
計
画
を
実

行
し
た
。
そ
の
一
つ
が
東
京
の
軍
医
学
校
で
あ
っ
た
。

こ
の
軍
医
学
校
の
存
在
は
短
命
で
あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
の
軍
医
充
足
、
在
職
軍
医
の
技
術
向
上
に
益
す
る
所
が
大
で
あ
っ
た
。

文
献

（
１
）
神
谷
昭
典
「
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
一
四
四
頁
、
医
療
図
書
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
○
。

（
２
）
「
陸
軍
省
沿
革
史
」
五
八
頁
、
陸
軍
省
、
東
京
、
一
九
○
五
。

五
、
ま
と
め
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（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
Ⅱ
）

（
皿
）

（
昭
）

（
Ｍ
）

（
喝
）

（
恥
）

（
Ⅳ
）

（
肥
）

（
的
）

（
別
）

（
皿
）

（
理
）

（
羽
）

（
別
）

前
掲
文
献
（
２
）
五
三
頁
。

前
掲
文
献
（
２
）
五
七
頁
。

前
掲
文
献
（
２
）
五
頁
。

前
掲
文
献
（
２
）
四
二
頁
。

西
岡
ま
さ
子
『
緒
方
洪
庵
の
息
子
た
ち
』
一
四
九
頁
、
河
出
書
房
新
社
、
東
京
、
一
九
九
二
。

前
掲
文
献
（
２
）
四
五
頁
。

前
掲
文
献
（
１
）
一
三
七
頁
。

『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
』
さ
し
絵
、
陸
軍
軍
医
学
校
、
東
京
、
一
九
三
六
。

前
掲
文
献
（
７
）
一
四
九
頁
。

前
掲
文
献
（
皿
）
二
頁
。

「
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
』
第
二
巻
、
一
八
一
～
一
八
二
頁
、
寺
岡
書
店
、
東
京
、
一
九
七
七
。

前
掲
文
献
（
皿
）
二
頁
。

陸
軍
軍
医
団
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
」
五
七
四
頁
、
小
寺
昌
、
東
京
、
一
九
一
三
。

『
法
規
分
類
大
全
第
四
八
巻
法
令
集
兵
制
門
四
』
二
頁
、
原
書
房
、
東
京
、
一
九
七
七
。

東
京
都
公
文
書
館
『
明
治
初
年
の
武
家
地
処
理
問
題
』
一
六
六
～
一
六
七
頁
、
東
京
都
情
報
連
絡
室
、
東
京
、
一
九
九
○
。

前
掲
文
献
（
略
）
四
七
頁
。

前
掲
文
献
（
略
）
四
八
頁
。

前
掲
文
献
（
、
）
三
頁
。

前
掲
文
献
（
応
）
四
三
三
頁
。

前
掲
文
献
（
Ⅲ
）
五
頁
。

前
掲
文
献
（
、
）
三
頁
。

桜
井
忠
温
「
国
防
大
事
典
」
一
○
頁
、
中
外
産
業
調
査
会
、
東
京
、
一
九
三
二
。
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「
麹
町
区
全
図
」
大
倉
書
店
、
東
京
、
一
九
一
○
。

「
東
京
地
図
」
吉
田
屋
文
三
郎
、
東
京
、
一
八
六
九
。

前
掲
文
献
（
Ⅳ
）
一
七
六
頁
。

高
田
忠
良
「
幸
楽
に
お
け
る
挨
拶
」
「
軍
医
団
雑
誌
」
二
八
三
号
、
一
八
○
二
～
一
八
○
五
頁
、
一
九
三
六
。

前
掲
文
献
（
略
）
三
四
九
頁
。

陸
軍
省
「
陸
軍
省
日
誌
」
五
○
号
、
三
頁
、
明
治
六
年
。

前
掲
文
献
（
羽
）
一
八
○
二
頁
。

石
黒
忠
惠
『
懐
旧
九
十
年
』
二
二
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
三
。

前
掲
文
献
（
皿
）
二
～
三
頁
。

前
掲
文
献
（
咽
）
付
録
二
四
頁
。

前
掲
文
献
（
躯
）
一
八
○
一
頁
。

前
掲
文
献
（
Ⅲ
）
三
頁
。

前
掲
文
献
（
叩
）
四
頁
。

前
掲
文
献
（
皿
）
三
頁
。

前
掲
文
献
（
皿
）
四
頁
。

前
掲
文
献
（
喝
）
四
三
頁
。

前
掲
文
献
（
喝
）
五
一
～
五
二
頁
。

前
掲
文
献
（
胆
）
五
二
～
五
三
頁
。

「
陸
軍
省
達
第
一
○
○
号
、
明
治
八
年
六
月
一
三
日
、
検
閲
使
職
務
条
例
」

前
掲
文
献
（
喝
）
付
録
二
四
～
二
五
頁
。

前
掲
文
献
（
咽
）
五
一
～
五
三
頁
。
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YoshiyukiKUROSAWA

WhentheJapanesegovernmentestablisheditsarmyinearlyMeiji,itadoptedaconscription

system.Therefore,securingalargenumbersofGPstocarryoutmedicalcheck-upsandhealth-

maintenaceforsoldiersinthebarracksbecameanurgenttask.

Atthattime,medicaldoctorswithwesternmedicalknowledgewereveryscarce,sotheArmy

establisheditsownmedicalcollegeatMiyake-Zakainl872torecruitandturnoutGPsforthearmed

forces.

WhentheSouthwestemRebellionbrokeoutinl877,thisschoolwasclosedafterthegraduationof

allthestudents.
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